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3.2　黄砂

黄砂現象とは、東アジアの砂漠域から強風

により大気中に舞い上がった鉱物粒子（黄

砂）が浮遊しつつ落下する現象を指す。東ア

ジア以外の砂漠でも同様の現象は発生し、一

般に強風により発生することから風送ダスト、

あるいはその組成から鉱物ダストと呼ばれて

いるが、ここでは、それもあわせて大気中を

浮遊する鉱物粒子を黄砂と呼ぶこととする。

日本における黄砂現象は、春先から初夏に

かけて、東アジアを経由する低気圧の通過に

ともなって観測されることが多く、黄砂現象

発生時には空が黄色く煙ることなどにより、

一般にも広く知られている現象である。近年、

我が国でも、2000年から 2002年にかけて、

黄砂現象の観測回数が過去 30 年間の最大値

を 3年連続で更新し、国民の関心をひいた。

　一方、大気中に浮遊する黄砂は、直接間接

に地球の気候と関係していることが最近の研

究により明らかにされつつある。このように、

黄砂現象は発生域の自然災害という側面とと

もに、黄砂が輸送される地域の大気環境や地

球規模の気候への影響というさまざまな側面

をもった現象であることがわかり始めた。こ

こでは、3.2.1 項で黄砂の概念について説明

を行い、3.2.2 項では東アジアにおける黄砂

現象の実態を、そして 3.2.3 項では近年注目

され始めた黄砂の気候への影響について述べ

る。

　

3.2.1 黄砂とは
　黄砂は、地表面の土壌粒子が強風によって

大気中に舞い上がることにより発生するので、

土壌粒子が舞い上がる条件さえそろえば何処

でも発生する可能性がある。図 3.2.1 は、ア

ジアの黄砂現象発生頻度と土地被覆条件の分

布図である。これによると、アジア大陸の広

範な地域で黄砂現象の発生がみられる。黄砂

現象の発生の有無や黄砂の飛散量は、強風の

程度に加えて、地表面の状態、すなわち植生

の有無、粗度や積雪の有無、土壌水分量、地

表面の土壌粒径などの条件により大きく左右

される（Shao, 2000）。季節別にみると、中

国乾燥域のダストストームの発生には明瞭な

季節変化があり、3 月～5 月の春季が発生事

例のほとんどを占める（図 3.2.2）。これは、

中国北西部から北部にかけての乾燥域を通過

する強風をともなう気象擾乱が春季に集中す

るためである。

　国内に発生域を抱える中国やモンゴルでは、

降塵現象としての黄砂現象より、むしろ黄砂

現象の原因となる砂塵嵐（ダストストーム）

による自然災害が深刻である。発生域の砂漠

では、ダストストームの発生は毎年地域社会

に甚大な被害を与えており、例えば、中国北

西部で発生した 1993 年 5 月 5 日のダストス

トームの場合、83 名の死者と 12 万頭の家

畜被害が報告されている（王, 2003）。また、

発生域に近い韓国では、黄砂現象の発生によ

り大気中の粒子状物質である PM10（大気

中に浮遊する粒子状物質の内、直径が 10µm

以下の粒子状物質の総量を示す。単位は

µg/m3 ） や 、 TSP （ Total Suspended

Particulate Matters の略。大気中に浮遊す

る粒子状物質の総量を示す。単位はµg/m3）

がしばしば環境基準値を大幅に超え、ソウル

市では黄砂現象発生時に外出禁止令が出され

るなど、黄砂現象は深刻な大気環境問題とし

て認識されている。こうしたことを背景に、

2004 年 12 月には日中韓モンゴル四か国の

環境大臣による初めての黄砂問題の会合が東

京で開催されるなど、近年東アジア諸国の間

では黄砂問題への関心が高まっている。

　黄砂粒子はいったん大気中に舞い上がると、

比較的大きな粒子（直径 10µm 以上）は重

力により速やかに落下するが、小さな粒子（直

径数µm 以下）は上空の風に運ばれ遠くまで
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輸送される。東アジアで発生した黄砂が太平

洋を横断し、北米に輸送されている事例は、

しばしば地球観測衛星から観測されており

（例えば、Husar et al., 2001）、グリーン

ランドの氷床からタクラマカン砂漠起源と思

われる黄砂粒子が見出された事例（Bory et

al., 2003）や、北大西洋を越えた東アジア

起源の黄砂がヨーロッパアルプスまで輸送さ

れた事例（Grousset et al., 2003）なども

報告されている。

図 3.2.1 アジアの土地被覆分布とダストストーム発生分布
図の印（ドット、白丸、二重丸、黒丸）は 1993 年 1 月から 2002 年 6 月までの月別ダ
ストストーム発生頻度の最大値をあらわし、数値が大きいところほど潜在的にダスト
ストームが発生する地域であることを示している。カラーのハッチは土地被覆を示し
ており、米国地質調査所（U.S. Geological Survey）のデータ（GlobalLand Cover
Characteristics Data Base Ver.2.0, Global Ecosystems）をもとに、Bare Desert（砂
漠）、Semi Desert（高山砂漠）、Semi Desert Shrubs（灌木が分布する準砂漠）、
Grassland（草原）、Culitivated Land（耕作域）、Savanna（サバンナ）、Forest（森
林）、Tundra（ツンドラ）、others（そのほか）に分類し直したものである。黒崎と三
上（2002）を改編。

図 3.2.2 東アジアのダストストーム発生頻度（月
ごとの発生頻度、単位％）と強風発生頻度（月
ごとの発生頻度、単位％）の季節変化
棒グラフがダスト発生頻度、折れ線グラフが強
風の発生頻度をあらわす。黒崎と三上, 2002 よ
り。


